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(目的) 

重傷熱傷患者の死因の 75 ％が創感染などによる敗血症に由来する。重症熱傷患者の主な

死因となる重症感染症は熱傷創部の局所感染から生じるため、創部局所の感染制御は重症

熱傷の治療戦略として最重要といえる。最も深達度の深いⅢ度熱傷の局所治療としては、

全身管理を行った後、なるべく早期に熱傷部位に対する全層皮膚切除を行い、同部位に

植皮術を行う。しかし、植皮術を行うまでの間の全層皮膚切除部位への確立された被覆

方法はない。したがって同部位に早期に良好な肉芽組織（移植床）形成を促すことが、早

期植皮や閉創につながり、創部局所の感染制御に有効に働くと考える。羊膜はこれまで難

治性創傷に対する有用な被覆材として知られてきた。富山大学では、羊膜を特殊な方法で

乾燥・滅菌し、保存可能なハイパードライヒト乾燥羊膜 (HD-AM) として、緊急性の高い臨

床例にも応用できる道を拓いた。本研究ではⅢ度熱傷受傷後の全層皮膚切除部位に対する

HD-AM の有効性を検証するため、肉芽組織（移植床）形成促進効果の有無とその機序につ

いて明らかにし、重症熱傷患者の救命率向上に向けた革新的な治療技術を開発することを

目的とした。 

（方法ならびに成績） 

Ⅲ度熱傷受傷後の全層皮膚切除のマウスモデルを作成した。このモデルでは、熱傷深度

が十分であること、さらに 7 日目でも上皮化はしないことを確認した。創部に HD-AM の上

皮側を上に置いたもの：HD-AM 群、対照として HD-AM を置かないもの：HD-AM(－)群の

2 群を、術後 1 日（POD1）、4 日（POD4）、7 日（POD7）で全層皮膚切除部位に覆った肉

芽組織の厚さを比較したところ、HD-AM 群はいずれの時期でも有意に肉芽組織が厚かった。

同部位の各種成長因子、細胞遊走ケモカイン、炎症および抗炎症系サイトカインの発現を

quantitative RT-PCR を用いて測定した。さらに、各種マーカーの局在を調べるため、免疫

組織化学的評価を行った。結果として、HD-AM 群では肉芽組織内と HD-AM 直下に POD1

より細胞浸潤を高率に認めた。HD-AM に残存するサイトカインと足場としての機能による

とものと考えられる。HD-AM 群では POD1 から PDGF の発現が有意に高かった、PDGF

の分泌に血小板のみならず浸潤してきた細胞も大きく関与していたことが示唆される。こ

れに伴い POD1 より α-SMA の発現は有意に高く、POD4 から肉芽組織内に多くの線維芽細

胞を増生させたと考える。さらに、POD4 では VEGF の発現がより多くみとめ、肉芽組織

内により多くの血管新生像がみられた。結果として、HD-AM 群では早期に良好な肉芽組織

（移植床）形成が得られた。HD-AM が早期により強く炎症期を惹起した結果、より早くか

つスムーズに増殖期に移行すると考えられ、創傷治癒過程での HD-AM の作用が早期に良好

な肉芽組織（移植床）形成を促す一助となったと考える。 

（総括） 

HD-AM は、Ⅲ度熱傷後の全層皮膚切除部位に対する新たな創傷被覆材として有用であり、

重症熱傷患者の救命率向上に向けた治療技術となり得ることが示唆された。 
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